
精
子
D
N
A
の
ダ
メ
ー
ジ
を
検
査
す
る

﹁
精
子
機
能
検
査︵
D
F
I
検
査
︶﹂

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
三
宮
駅
直
結
の
複
合
ビ
ル
・
ミ

ン
ト
神
戸
に
あ
り
、
ア
ク
セ
ス
も
良
く
通
院
し
や
す
い

と
評
判
で
す
。
ま
た
、
着
床
率
を
上
げ
る
た
め
の
男
女

の
検
査
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
も
、
当
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
す
。

女
性
の
年
齢
が
妊
娠
に
影
響
す
る
こ
と
は
長
年
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
近
年
は
男
性
の
年
齢
も

大
き
く
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
臨
床
成
績
と
し
て
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

胚
の
発
生
に
影
響
を
与
え
る
の
は
卵
子
・
精
子
・
着

床
す
る
子
宮
の
状
態
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
負
の
影
響
を
与
え
る
と
言
わ
れ
て
い
る
一
つ
に
は
、

目
に
は
見
え
な
い「
精
子
D
N
A
の
ダ
メ
ー
ジ（
断
片

化
）」が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
胚
発
生
の
3
日
目
以
降

に
負
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
胚

盤
胞
到
達
率
や
妊
娠
率
の
低
下
、
流
産
率
の
上
昇
に

関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
精
子
D
N
A

1.シンプルで過ごしやすい雰囲気の待合室。　2.患者様の大切な卵や精子を扱う培養室には約10人
の培養士が在籍。　3.体外受精の際に利用するリカバリールーム。　4.患者様に寄り添うカウンセリン
グ

Special Feature × Recommend Clinic あなたの希望をかなえるおすすめのクリニック

1979年神戸大学医学部卒業。ワシントン大学
医学部、ドイツ・キール大学医学部留学などを
経て、1996年神戸大学医学部附属病院助教
授。2000年より大谷産婦人科不妊センター院
長。2011年神戸ARTクリニック開設。2023年
7月長年の不妊治療の経験・ノウハウをより多
くの患者様に届けるために、「にしたんARTク
リニック神戸三宮院」に改称。

院長　大谷 徹郎 先生 にしたんARTクリニック神戸三宮院
（旧神戸ARTクリニック）

兵庫県神戸市中央区雲井通7-1-1 ミント神戸15階
078-261-3500
各線「三宮駅」よりすぐ

時　間

9:00～13:00

14:00～16:00

17:00～20:00

日 祝土金木水火月
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択
が
可
能
で
す
。

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
患
者
様
の
分
割
率
・
良
好
胚

盤
胞
の
凍
結
率
を
分
析
し
、
検
査
が
必
要
と
思
わ
れ

る
方
に
ご
提
案
し
て
い
ま
す
。

患
者
様
の
肉
体
的
・
精
神
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
の
検
査﹁
着
床
前
遺
伝
学
的
検
査

︵
P
G
T
︶﹂

胚
の
染
色
体
数
に
過
不
足（
異
数
性
）が
な
い
か
を
調

べ
る
検
査
で
す
。
女
性
の
年
齢
が
上
が
る
と
染
色
体
異

数
性
も
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、染
色
体
異
数

性
の
な
い
胚
を
移
植
す
る
こ
と
で
、移
植
の
不
成
功
や

移
植
後
の
流
産
を
減
ら
し
、生
殖
補
助
医
療
を
受
け
る

患
者
様
の
肉
体
的
・
精
神
的
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

2
0
0
4
年
か
ら「
P
G
T
」を
実
施
し
て
今
日
ま
で

に
1
2
0
0
0
件
以
上
の
症
例
が
あ
り
ま
す
。

「
P
G
T
」に
は
、正
確
な
判
定
を
行
う「
検
査
技
術
」

以
外
に
、
2
つ
の
技
術
が
大
き
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

①
検
査
に
最
適
な
状
態
ま
で「
胚
を
育
て
る
技
術
」

「
ミ
ニ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
」を
標
準
使
用
し
、
患
者
様

お
一
人
お
一
人
専
用
の
培
養
環
境
を
ご
用
意
し
て
い
ま

す
。
他
の
患
者
様
の
胚
と
共
存
し
な
い
た
め
、最
適
な

胚
の
育
成
に
欠
か
せ
な
い
、
適
正
な「
温
度
」「
湿
度
」

「
p
h
」及
び「
C
O
2
濃
度
」が
安
定
し
て
保
た
れ
て

い
ま
す
。「
先
進
医
療
」の
適
用
と
な
っ
て
い
る「
タ
イ

ム
ラ
プ
ス
培
養
」と
比
較
し
て
も
、同
等
以
上
の
成
績
を

維
持
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、培
養
液
に
も
胚
の
成
長
を

促
す
因
子
を
添
加
す
る
な
ど
、工
夫
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
細
胞
を
採
取
す
る「
胚
生
検
の
技
術
」

胚
生
検
と
は
胚
か
ら
検
査
の
た
め
に
一
部
の
細
胞
を

採
取
す
る
方
法
で
す
。

受
精
後
5
〜
7
日
目
に
胚
盤
胞
ま
で
成
長
し
た
受
精

卵
の
、将
来
胎
盤
な
ど
胎
児
以
外
の
組
織
に
な
る
部
分

（
栄
養
外
胚
葉
）の
細
胞
を
5
個
程
度
採
取
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、細
胞
数
が
少
な
い
胚
盤
胞
だ
と
採
取

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、長
年
P
G
T

を
提
供
し
て
い
る
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
高
度
な
技
術
を

有
し
た
熟
練
の
胚
培
養
士
が
い
ま
す
。
習
慣
性
流
産
は

検査をしても特に不妊原因が見つからないという
場合は、早めのステップアップを。タイミング法だ
けを続けていても、むだに時間を過ごしてしまう
場合もあります。32歳くらいからは「ある程度」急
いで、35歳を過ぎたら「かなり」急いで、40歳を過
ぎたら「非常に」急いでください。40歳を過ぎると
急速に流産率があがり、染色体異常のない受精卵
は減ってきます。時間をむだにせず、効率よく治療
をすすめていきましょう。

35
歳
以
上
の
高
齢
の
か
た
に
多
く
起
こ
る
と
言
わ
れ
て

お
り
、高
齢
の
か
た
の
卵
子
を
よ
り
丁
寧
に
ケ
ア
す
る

安
定
し
た
技
術
も
備
え
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
が
認
め
る

﹁
P
G
T

-

A
・
S
R
承
認
実
施
施
設
﹂と
な

り
ま
し
た
︒

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
初
め
て「
体
外
受
精
胚
移
植
」を
さ

れ
た
患
者
様
の
妊
娠
率
は
88
％
で
す
。
妊
娠
さ
れ
た
方

の
年
齢
の
内
訳
は
、
35
歳
未
満
の
方
が
55
％
、
35
〜
37

歳
の
方
が
28
％
で
す
。
長
年
の
臨
床
デ
ー
タ
に
よ
り
、

「
初
め
て
の
体
外
受
精
に
お
い
て
必
ず
し
も
P
G
T
が

必
要
で
は
な
い
」こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、最

初
の「
体
外
受
精
」が
成
功
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

「
P
G
T
」は
ど
の
年
齢
の
患
者
様
に
と
っ
て
も
有
効
と

い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。

初
め
て
不
妊
治
療
を
さ
れ
る
患
者
様
、ま
た
他
医
療

機
関
で
不
妊
治
療
を
経
験
さ
れ
て
き
た
患
者
様
、そ
れ

ぞ
れ
の
お
悩
み
を
お
伺
い
し
、患
者
様
に
と
っ
て
安
心
・

安
全
・
最
適
な
治
療
法
を
ご
提
案
い
た
し
ま
す
。

Special
Feature

Phot
o

Message の
ダ
メ
ー
ジ
」は
、
数
値
で
表
す
こ
と
の
出
来
る
運

動
率
や
見
た
目
の
善
し
悪
し
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

ど
れ
ほ
ど
精
子
D
N
A
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る

か
を
知
る
検
査
が
、「
精
子
機
能
検
査（
D
F
I
検
査
）」

で
す
。
D
N
A
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
精
子
の
割

合
、
未
成
熟
精
子
の
割
合
、
酸
化
ス
ト
レ
ス
の
割
合
を

調
べ
ま
す
。
結
果
が
良
好
で
あ
っ
た
場
合
は
、
別
の
不

妊
原
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

で
は
、
精
子
D
N
A
の
ダ
メ
ー
ジ
は
ど
う
し
て
起
こ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

原
因
①　

男
性
自
身
の
ス
ト
レ
ス

D
F
I
検
査
結
果
が
良
く
な
い
場
合
は
、
男
性
の

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
が
、
生
殖

補
助
医
療
を
利
用
し「
質
の
高
い
精
子
を
あ
つ
め
る
」

精
子
の
調
整
方
法
を
選
択
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

原
因
②　

精
子
に
対
す
る
物
理
的
な
ス
ト
レ
ス

保
険
診
療
で
行
う「
精
子
の
調
整
方
法
」は
密
度
勾

配
法
と
言
わ
れ
て
お
り
遠
心
分
離
機
を
使
用
し
ま

す
。
こ
の
遠
心
分
離
機
の
物
理
的
な
作
用
が
精
子

D
N
A
の
ダ
メ
ー
ジ
を
引
き
起
こ
す
一
因
と
も
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

生
殖
補
助
医
療
を
利
用
し
た

﹁
質
の
高
い
精
子
﹂を
集
め
る
調
整
方
法
と
は

①
膜
構
造
を
用
い
た
生
理
学
的
精
子
選
択
術

－

Z
ym

ot

（
ザ
イ
モ
ー
ト
）

精
子
自
身
の
運
動
に
よ
る
分
離
法
。
元
気
な
精
子
が

特
殊
な
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
過
す
る
こ
と
で
、動
い
て
い

な
い
精
子
・
頭
部
が
大
き
い
な
ど
の
奇
形
精
子
を
自
然

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
費
診
療
の
治
療
で
す

が
先
進
医
療
の
適
用（
混
合
診
療
可
）と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、保
険
診
療
の
か
た
で
も
選
択
で
き
ま
す
。

②
電
気
泳
動
シ
ス
テ
ム 

－Felix

（
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
）

電
気
泳
動
シ
ス
テ
ム
と
フ
ィ
ル
タ
ー
を
使
用
す
る

分
離
法
。Z

ym
ot

と
違
う
点
は
、
陽
極（
＋
）に
引
き

つ
け
ら
れ
る
精
子
の
性
質
を
利
用
し
て
、
よ
り
効
率

的
に
か
つ
短
時
間
で
質
の
良
い
精
子
を
回
収
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
方
法
は
自
費
診
療
で
の
み
選

着床率を上げるための検査に力を入れているクリニック
▼

受精卵の発育を促し流産を回避する

男性と女性の検査
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診察するフロアとは別のフロアにキッズルームがあり、子連れのかたでも気兼ねなく
受診できます。

×

時間を無題にしないことが大切
効率よく治療を進める工夫をしましょう

※祝日はHPをご確認ください
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